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関わった。その中で、先生の 70 歳から 82 歳
で命終されるまでの思索を綴った自筆の随想
ノート 15 冊の翻刻を担当したときは、先生
の肉声が耳底に響き、思索のマグマに触れた
ような感覚をもった。勢いよく書かれた文が
あり、推敲を尽くしながら書かれた文があり、
繰り返される同じ主題・表現であっても、加
筆され、訂正され、削除され、赤や青の線が
引かれ、書かれた箇所によってその熱量は大
きく異なっているのである。近年は、先生が
昭和 36（1961）年度から昭和 41（1966）年
まで大谷大学の真宗学で「願生」をテーマに
講義された自筆ノートの翻刻をしている。幸
い昭和 38（1963）年度講義は録音テープが残
されているが、講義での語りの質とノートの
思索の質、この二つを比較して、講義の言葉
が深い思索の地下水の噴泉であることを知っ
た。
　経典に「皮を剥いで紙となし、血を墨と
なし、髄を水となし、骨を折って筆とする」
（『涅槃経』聖行品取意）という譬えがある。
或る種の人々にとっては文字として刻み込む
行為は命よりも大切な営みであったにちがい
ない。真筆はその営みを刻印している。私に
とって真蹟は、翻刻のための資料でもなく、
文献学の調査対象でもなく、美術鑑賞の逸品
でもない。その人の手によって書かれた文字
によって、時空を超えてその人の思索に出遇
うための契機である。言葉に身命をかけた
人々の真筆の文字が私たちに残されているこ
とは、本当に精神世界の宝なのである。
　さまざまな真蹟資料を収集し、保存し、翻
刻するとともに、影印も公開していくという
使命が、真蹟に触れる機会を与えられている
者には残されているのではないか。
『保養雑記第壱編』
明治 27 年９月６日記
